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米国高等教育におけるラティーノ学生への多面的支援
牛　田　千　鶴
はじめに
　新規移民の流入や高い出生率により，米国内でもとりわけ人口増加の著しいラティーノ1）は，
2003年 1月に国勢調査局（United States Census Bureau）がアフリカ系人口を上回ったと発表2）し
て以来，国内最大のマイノリティ集団を形成してきた。毎年 9月 15日から 1か月間にわたって繰
り広げられる「全米ヒスパニック文化継承月間（National Hispanic Heritage Month）」3）では，ラティー
ノの人々の米社会への貢献や文化・伝統の価値を称える様々な催しが，国内各地で展開される。と
もすると軋轢の生じかねない多文化・多民族社会におけるこうした取り組みは，ソフトパワーを活
かした相互理解と融和を促す試みでもある。
　そうした華やかな政府公認行事が毎年開催される一方で，ラティーノの人々の社会進出状況に目
を向けると，依然として厳しい現実が垣間見える。25歳以上のラティーノのうち，高校を卒業し
ていないのは 33.5％で，白人（非ラティーノ）の 6.9％に比べると 5倍近くにのぼっている。また，
大学卒業以上の学位を有するラティーノは 15.2％で，白人（非ラティーノ）の 35.6％に比べ極めて
低くなっている4）。
　国内における全ラティーノ人口の半数以上（54.5％）がカリフォルニア州，テキサス州，フロリ
ダ州に住み，なかでも 1,500万人を擁するカリフォルニアは，全米最大のラティーノ集住地域となっ
ている5）。州人口の 4割弱（38.8％）6）がラティーノである同州では，上記のような文化継承月間を
待たずとも，ラティーノ文化はより身近で日常的な存在となっている。カリフォルニア州内でもと
りわけメキシコ国境に近い南部には，ラティーノ人口が 80％以上を占める自治体7）も少なくない。
そうした集住地域に設置されている大学やコミュニティカレッジといった高等教育機関の多くは，
米国連邦政府により“Hispanic Serving Institutions”（以下，HSI）に認定され，公的助成金等によ
る支援の対象となってきた。HSIとは，ラティーノ学生の受け入れと学位取得に貢献する高等教育
機関をさす。
　本稿では，連邦・州政府による政策的後ろ盾の下，HSIを中心に展開されてきたラティーノ学生
への教育支援の取り組みについてまとめ，その社会的意義を考察する。
1．ラティーノ学生の受け皿としてのHSI
　連邦高等教育法第 5編（Higher Education Act, Title V）では，米国教育省の認証を受けた外部評
価機関により適正であると認定された高等教育機関のうち，次の要件を満たすコミュニティカレッ
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ジや 4年制大学等を，HSIとして定義づけている8）。
　① 学部に在籍する全正規生の 25％以上がラティーノである。
　②  学位取得を目的として在籍する全学生の 50％以上が，経済的困窮を根拠とする連邦奨学金
（Title IV aid）を受給している。
　連邦政府によるこうした基準を満たす高等教育機関は全米に 435校あり，カリフォルニア州の
152校を筆頭に，テキサス州の 78校，プエルトリコ自由連合州の 62校，フロリダ州の 24校，ニュー
ヨーク州の 21校など，ラティーノ集住地域を中心に数多くの HSIが存在する9）。HSI校数は米国
全体で，過去 25年余りを経て 3倍以上の伸びを示している（図 1参照）。
図 1．米国における HSI校数の推移（1990～ 2014年）
（出典） Hispanic Association of Colleges and Universities, “2016 Fact Sheet: Hispanic Higher Education and HSIs”
（http://www.hacu.net/hacu/HSI_Fact_Sheet.asp　2016年 9月 12日閲覧）
　米国内高等教育機関の 12.9％にあたるHSI 435校の内訳は，4年制 216校（公立 93校／私立 123校）
ならびに 2年制 219校（公立 202校／私立 17校）となっており，全米ラティーノ学生の 60.8％に
相当する 183万 6,870人が在籍する10）。ハフィントン・ポスト（The Huffington Post）紙に掲載さ
れた記事（2014年 1月 17日付）によると，ラティーノ学生の割合が高い大学（コミュニティカレッ
ジを含む全米 10校）は，表 1の通りである。
　同表一覧からも，地域住民に高等教育の機会を提供するために設立された公立の 2年制コミュニ
ティカレッジを中心に，多くの HSIがラティーノの若者たちの学びを支える受け皿となっている
ことが窺われる。連邦政府は，HSIを対象とする助成金プログラム（Developing Hispanic-Serving 
Institutions Program - Title V）を提供しており，2015財政年度（FY 2015）においては，96の新規
事業に対して 5,106万 6,641ドル，109の継続事業に対して 4,897万 7,025ドルが支給され，総額 1
牛田千鶴 45
億ドル以上の支援が行われた11）。
　連邦法で定められている HSIの認定基準には達していないものの，ラティーノ学生を数多く
受け入れている高等教育機関はほかにも多数存在する。それらのうち，学部に在籍する全正規生
にラティーノ学生の占める割合が 15％以上 24％未満である大学・短期大学等を，“Excelencia in 
Education”12）は準 HSI校（Emerging Hispanic-Serving Institutions）と位置づけ独自の調査分析対
象としている。“Excelencia in Education”とは，ラティーノ学生に係る現状調査やデータ分析等を
通じ，高等教育機関におけるラティーノ学生支援の施策立案やその実践の促進を目的として 2004
年に設立された非営利団体で，ワシントン DCに本部を置く。理事や名誉理事には，大学関係者（学
長・副学長等）をはじめ，企業家，公務員，スペイン語メディア関係者等，多彩な各界有力者が名
を連ねている。2014年にはその傘下に HSI政策実践センター（Hispanic-Serving Institution Center 
for Policy & Practice　以下，HSI-CP2）を発足させ，各種情報提供やネットワーク強化を通じ，ラ
ティーノの進学率・卒業率向上のための多面的支援を行っている。
　HSI-CP2がまとめた昨年度（2014―15年）データによれば，準 HSI校は全国に 310校あり，州別
校数は多い順にカリフォルニア州の 59校，テキサス州の 53校，ニューヨーク州の 31校，フロリ
ダ州の 25校，イリノイ州の 23校となっている。ラテンアメリカからの移民が集住し，新たな移
民流入も継続的に見られる州に多くの準 HSI校が存在していることが見て取れるが，遅かれ早か
れ HSIの認定基準に達するであろう高等教育機関ばかりである。なかでも注目に値するのは，カ
リフォルニア大学（University of California）である。HSI認定校であるマーセド校（ラティーノ
学生 45.7％），リバーサイド校（同 36.3％），サンタクルーズ校（同 31.7％），サンタバーバラ校
（同 25.4％）に加え，アーバイン校（同 24.1％），ロサンゼルス校（同 19.7％），デイビス校（同
18.4％），サンディエゴ校（同 16.3％）が準 HSI校に位置付けられている13）。これらは，10校から
表 1．ラティーノ学生在籍率の高い米国高等教育機関
大学名 所在地
学生総数
（人）
ラティーノ
学生の割合
（％）
Laredo Community College＊ テキサス州ラレド市 14,000 95
Imperial Valley College＊ カリフォルニア州インペリアル郡 11,000 94
Texas A & M International University テキサス州ラレド市  8,000 94
South Texas College＊ テキサス州マッカレン市 37,000 94
The University of Texas at Brownsville テキサス州ブラウンズビル市 19,000 91
The University of Texas-Pan American テキサス州エディンバーグ市 23,000 91
El Paso Community College＊ テキサス州エルパソ市 42,000 87
The University of Texas at El Paso テキサス州エルパソ市 26,000 78
East Los Angeles College＊ カリフォルニア州モントレーパーク市 55,000 70
Miami Dade College＊ フロリダ州マイアミ市 99,000 69
＊ 右肩に印を付した機関は地域密着型の 2年制公立大学（コミュニティカレッジ）である。
（出典） “Top 10 U.S. Universities and Colleges Preferred by Hispanics” (Latino Voices), The Huffi ngton Post（http://
www.huffi ngtonpost.com/2014/01/17/colleges-preferred-by-hispanics_n_4617314.html　2016年 9月 13日閲覧）
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なるカリフォルニア大学システム（UC system）のうち，バークレー校とサンフランシスコ校を除
く実に 8校にのぼっている。カリフォルニア州の諸大学においては，州全体の人口構成のラティー
ノ化の進行に伴い，今後もますます，HSI認定校が増えていくものと予想される。
2．連邦政府による教育支援
　2013年 5月，オバマ（Barack Obama）政権により，「ヒスパニックの教育上の卓越性を求める
大統領府イニシアティヴ（White House Initiative on Educational Excellence for Hispanics）」（以下，
イニシアティヴ）の新事務局長にアレハンドラ・セハ（Alejandra Ceja）が任命された。オバマ大
統領は，2020年までに米国の大学卒業率を世界最高に戻すことを目標に掲げているが，それを達
成するにはラティーノの教育状況の改善が不可欠であると指摘してきた。カリフォルニア州ハン
ティントンパーク生まれのメキシコ系移民 2世であるセハ事務局長は，オバマ大統領やダンカン
（Arne Duncan）教育長官の右腕として，「ゆりかごからキャリアまで（from cradle-to-career）」の
ラティーノ教育支援に，力を注ぐこととなったのである14）。
　イニシアティヴは，ラティーノの若者たちの教育機会の充実化，ならびに彼（女）らの学業面
での成功促進に向けた進言を政府に行うよう，1990年にブッシュ（George H.W. Bush）政権下で
立ち上げられたものである（大統領令第 12729号）15）。2010年にオバマ政権下で改訂（大統領令第
13555号）16）されたイニシアティヴには，ラティーノの教育問題に連邦政府がいっそうの責任をもっ
て関与していくことが謳われた。
　イニシアティヴ 25周年を 1年後に控えた 2014年 10月には，向こう 1年間を「行動年（Year of 
Action）」と位置づけ，セハ事務局長のリーダーシップのもと，オバマ政権は全国に向けて，ラティー
ノの教育状況改善に向けた様々なプロジェクトの企画・立案，ならびにその実現のための資金調達
を呼び掛けた。そして，2015年の「全米ヒスパニック文化継承月間」最終日の 10月 15日にオバ
マ大統領は，公民合わせて 3億 3,500万ドル以上の資金投入により，全国各地で 150ものプロジェ
クトが展開されることになったと発表した17）。
　プロジェクトの対象は就学前教育から高等教育まで多岐にわたるが，全体のほぼ 5分の 3に相当
する 89プロジェクトが，高等教育機関への進学支援に関連する取り組みであった。それらのうち，
HSIが中心的役割を担うプロジェクトのいくつかを，例として以下に紹介しておく。
　フロリダ国際大学（Florida International University）は，マイアミ―デイド郡の公立学校と連携し，
教員や職員の質的向上，ならびに新たな教育機会の提供等を通じて，ラティーノ・コミュニティを
支援する 1年間のプロジェクトを提示した。アリゾナ州立大学（Arizona State University）は，地
元学区やコミュニティと連携し，ラティーノの子どもや若者たちが学業面で卓越した成果を遂げら
れるよう支援するとともに，大学進学に向けた意識を育み，同州立大学への進学率の向上につなげ
るとして，5年間のプロジェクトに 150万ドルの予算を計上した。カリフォルニア州立工科大学ポ
モナ校（California State Polytechnic University, Pomona）は，ポモナ統合学区や地域のコミュニティ
カレッジとの連携を深め，4年制の同大学への編入を促進するため，4年間で 40万ドルを投ずると
した。コロラド・マウンテン・カレッジ（Colorado Mountain College）は，英語を母語としない学
生への英語運用能力向上のための支援，入学金・授業料等の一部免除，キャリアサポートの強化等
に，3年間で 337万 5,000ドルの予算を掲げた。また，HSI教員同盟（Alliance of Hispanic Serving 
Institutions Educators）は，連邦政府による対 HSI助成金（Title V Grants）の成果に関する報告書
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の作成や，他の模範となるような HSIの優れた取り組みに関する資料作成に，1年間で 30万 500
ドルを投入すると約束した18）。
　連邦政府と教育省は，STEM教育にも力を入れている。STEMとは，“Science, Technology, 
Engineering and Mathematics”の略である。オバマ政権は，グローバル化の進む世界経済において，
今日ほど STEM関連能力が求められている時代はないとし，STEM関連職種の需要の高まりにそ
の分野での学位取得者の供給が追いついていないと指摘する。なかでもラティーノに関しては，米
国総人口の 16％（2010年国勢調査）を占めるにもかかわらず，STEM分野での学位・資格取得者（2009
―10年度）は全体の 8％にとどまり，ラティーノの STEM関連職種への参入を促進することが大き
な課題とされている19）。連邦政府は教育省を通じ，STEM教育の向上に取り組む HSIに対し競争
的資金を供与している。HSI-STEMとして知られるこのプログラム（Hispanic-Serving Institutions - 
Science, Technology, Engineering, or Mathematics and Articulation Programs／ Title III, Part F）は，
低所得者層で STEM分野での学位取得をめざす学生を増加させること，および同分野での 2年制
から 4年制高等教育機関への編入ならびにそうした接続に必要な協定締結を促進すること，を目
的とする。具体的には，カリキュラムの改訂・充実化や教員研修を通じた STEM教育の質的向上，
カウンセリング，チュータリング，メンタリング，あるいはラーニング・コミュニティの開設等に
よる学生サービスの向上，中等教育課程の生徒を対象とするアウトリーチ活動等を通じた STEM
分野への進学・キャリア意識の向上，科学教育に必要な設備やコンピューター室等の環境整備，と
いった取り組みに助成金が支給されている20）。
3．模範的教育支援プログラム
　米国では，ラティーノをめぐる高等教育状況の改善・向上に寄与するプログラムを選定し，その
努力と栄誉を称え褒賞する取り組みが毎年行われている。“Excelencia in Education”（第 1節参照）
により 2005年に始まったこの取り組みは，教育機会の拡充や学業達成面での実質的成果（evidence）
を基に，大学関係者・教育専門家・財団関係者等からなる選考委員会が評価を行い，その年の優れ
た模範的プログラム（Example of Excelencia）を選定し表彰している。
　準学士課程部門（Associate Level），学士課程部門（Baccalaureate Level），大学院部門（Graduate 
Level）のそれぞれにおいて 1プログラムが最高賞を受賞するほか，最終選考に残りながらも惜し
くも最高賞を逃したいくつかのプログラムについては，ファイナリスト賞が授与される21）。
　各部門において最終選考対象となる 20プログラムを選定する一次審査の評価基準は，次の各項
目となっている22）。
　① ラティーノ学生が取り組みに参加するよう強い働きかけを行っている。
　②  ラティーノ学生の学業面での継続と発展向上，ならびに成果の達成が顕著である（3年以上
の実績あり）。
　③  ラティーノ学生の発展向上を見定めつつ各々の成功を促し，彼（女）らの学業成就の障壁に
対峙しつつ，明確な目標を立ててその達成に向けた施策と実践に責任をもって取り組むリー
ダーシップが示されている。
　④  他のステークホルダーや個別の学校・単科大学等教育機関，ならびに地域社会に活動基盤を
置く組織・団体や実践家・専門家らとの強固なネットワークを構築している。
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　⑤  ラティーノ学生が必要とする個別特有の支援を見極め対処する専門的スタッフを有する。
　⑥  ラティーノ学生の文化的背景に対する配慮がなされ，家庭・学校・コミュニティとのつなが
りを深めるとともに，最終的には職業へと結びつくような支援が行われている。
　⑦ プログラムが提供する支援の必要性に関する合理的根拠と適正な予算が示されている。
　⑧ プログラムが提供する支援の積極的影響と有効性を示す量的・質的根拠が明確である。
　2015年には，全米各地（ワシントン DCとプエルトリコを含む）から総計 265の申請があり，
各部門における模範的取り組みとして，次の各プログラムが最高賞を授与された23）。
〈準学士課程部門〉
・プログラム名：Early College High Schools
・教育機関名：South Texas College（テキサス州）
・ 取り組み概要：“Early College High Schools”は，高校卒業資格と準学士号を同時に取得できるコー
ス（dual enrollment college courses）の発展・拡張をめざし，2006年にサウス・テキサス・カレッ
ジが地元農村部の学区と連携を開始し，展開してきたプログラムである。協働学習（collaborative 
learning）・批判的思考（critical thinking）・自由討論（open discussion）等を重視したコース設
計の下，貧困家庭の大学進学志望第一世代（first-generation college attendees）24）を主な対象とし
て長期的支援を行う。毎年 100～ 125名の 9年次生（日本の中学 3年次相当）から支援を開始し，
10年次までに大学レベルの授業履修に向けた事前準備を行い，11～ 12年次では高校卒業資格と
準学士号の取得に必要な単位を同時進行で修得する。最終的には 4年制大学進学，あるいは社会
的需要の高い専門技能分野での学位取得を促す本プログラムは，高校生のドロップアウトを回避
し，順調な高大接続を実現する方策でもある。既に約 6,000名の高校生への支援実績を有し，う
ち 98％はラティーノの貧困家庭の子どもたち（学校で無料・減額ランチを支給される生徒）であっ
た。過去 5年間に，同プログラムを経て 1,431名が準学士号を取得している。
〈学士課程部門〉
・プログラム名：STEM Program
・教育機関名：Fresno Pacific University（カリフォルニア州）
・ 取り組み概要：STEM25）分野での学位取得をめざす，貧困家庭出身で大学進学第一世代のラ
ティーノ学生を主な支援対象とする。大学入学直前の夏休みに実施される 1週間の研修（Summer 
Bridge program）や入学後の継続的勉学支援，教職員や先輩学生によるメンタリング，STEM
関連職種に関するキャリア支援（ジョブシャドウイング26）やインターンシップ等を含む），コン
ピューターや協働学習用スペースを備えた実習室の提供等を行っている。学生が自信をなくして
進級をあきらめることのないよう，彼（女）らの文化的背景にも配慮しつつ，ラーニング・コミュ
ニティを通じたネットワークの構築や対人関係の強化を図っている。2010年の取り組み開始以
来，STEMプログラムに参加するラティーノ学生の 93％，大学進学第一世代の 82％が無事に 2
年次進級を果たした（非 STEM参加者についてはそれぞれ 80％，75％であった）。4年次段階で
年度内卒業見込（早期卒業者を含む）であった学生は 91％にのぼった。
牛田千鶴 49
〈大学院部門〉
・プログラム名：Hispanic Center of Excellence
・教育機関名：University of Illinois Chicago College of Medicine（イリノイ州）
・ 取り組み概要：Hispanic Center of Excellenceは，高大接続の強化により，高校から医学大学院（メ
ディカルスクール）27）までの一連の人材育成を支援し，ラティーノ内科医の増加に貢献してきた。
医療分野でのラティーノ専門家不足を契機として 1991年に発足した同センターは，医療従事者
を増やすことで，ラティーノ・コミュニティに対する医療サービスの向上を図る。勉学支援に加
え，ラティーノの健康・医療問題に関する研究機会の提供，医学生の言語文化面での対応力強化
のための授業の提供，奨学金基金の立ち上げ等に尽力してきた。2007年から 2011年の間にイリ
ノイ大学シカゴ校医学大学院に入学した学生のうち，217名（97.8％）が既に課程修了済（ある
いは修了見込）である。また，2013―14年の学年歴において，「医療分野のスペイン語」を選択
科目として履修した学生は 28名おり，2014年には，医学大学院 2年次生のラティーノの 94％が，
米国医師免許試験 USMLE（United States Medical Licensing Examination）の第一次試験（Step 
1）28）に初受験での合格を果たしている。尚，イリノイ大学シカゴ校医学大学院は現在，ラティー
ノ学生在籍率において全米メディカルスクール中第一位である。
4．不法滞在学生への支援
　ピュー研究所（Pew Research Center）およびカリフォルニア公共政策研究所（Public Policy 
Institute of California）の調査によると，米国には今日，約 1,110万人の不法滞在者が在住し，その
79％がラティーノ（メキシコ人のみで全体の 52％）であると推定されている29）。そして，不法滞
在の子ども（18歳未満）については，ほぼ 4分の 3がラティーノであると言われている30）。
　不法滞在児童・生徒の公立学校への通学を禁じ，彼（女）らを受け入れた学区に対しては州の補
助金を差し止めるとしたテキサス州の措置に対し，連邦最高裁は 1982年，違憲であるとの判断を
下した。このプライラー対ドゥ（Plyler v. Doe）判決31）により，滞在許可の有無にかかわらず，法
的平等保障（Equal Protection of the Laws）を定めたアメリカ合衆国憲法修正第 14条の下，子ども
たちが等しく教育を受ける権利は守られることとなった。とはいえ，同判決はあくまでも公教育
を対象とするものであり，高等教育については，1996年の改正移民法（Illegal Immigration Reform 
and Immigrant Responsibility Act）第 505条により不法滞在学生への支援策は禁じられた32）。
　親の決断の下で米国へと連れてこられ，自身の意思とは異なる次元で不法滞在を余儀なくされて
しまった子どもたちの多くは，移住先の学校に通う中で，移民により成り立ってきた米国では，誰
もが法の下に平等であり，懸命に努力すれば必ず夢は叶う，と教えられる。教室では毎朝，起立し
胸に手を当て国旗を仰ぎながら“忠誠の誓い（Pledge of Allegiance）”を唱え，日々のそうした習
慣を通じ，米社会の一員としての自覚も育まれていく。そして，より良い暮らしを求めて移住した
両親の苦労に報いるためにも，自分が米社会で成功を収め，両親を安心させたいとも願うようにな
る。しかしながら，いざ大学進学を志そうとしても，そこに大きな壁が立ちはだかるのである。
　米国ではそうした不法滞在の子どもたち，若者たちに進学の夢をあきらめさせることのないよ
うにと，DREAM（Development, Relief, and Education for Alien Minors）法の制定が模索されてき
た。2001年 8月に初めて上院で提案されて以降，幾度となく議論が繰り返されてきた法案である。
DREAM法とは，正規の滞在許可を持たないまま親や家族とともに 16歳未満で米国へ移住し，国
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内で教育を受けた若者に，一定の条件の下で永住権取得を可能にしようとする法案である。連邦
レベルでの DREAM法成立が難航する中，オバマ大統領は 2012年 6月 15日，幼少期に米国に移
住し不法滞在となってきた若者に対し，要件を満たせば強制送還を猶予する旨の大統領令 DACA
（Deferred Action for Childhood Arrivals）を発令した。その要件とは，① 16歳未満で米国に移住し，
2012年 6月 15日現在 31歳未満であること，②教育機関在学中または高等学校既卒者・高等学校
卒業程度認定試験（GED：General Education Development）合格者であること，あるいは米軍の
名誉除隊者であること，③ 5年以上継続して米国に在住していること，④重大な犯罪歴や国家・公
共の安全を脅かした前科のないこと，などである33）。465ドルの申請費用とともに出生証明書・成
績証明書等の必要書類を提出し，DACA申請が認められると，社会保障番号が付与され，2年後の
更新期まで就労を伴う滞在が許可される。同年 8月 15日の申請受付開始から 2年間で 55万人を超
える若者たちに許可が下りたが，そのうちの約 16万 2,000人がカリフォルニア州，約 8万 8,000人
がテキサス州，約 3万 1,000人がイリノイ州在住者であった。出身国別ではメキシコの約 42万 8,000
人を筆頭に，エルサルバドルが 2万人，グァテマラとホンジュラスがそれぞれ約 1万 3,000人と続き，
全体の 90％以上がラティーノであった34）。
　米州議会議員連盟（National Conference of State Legislatures）によれば，米国内の少なくとも
表 2．不法滞在学生に州内在住者用授業料を適用する州
（2015年 10月末現在）
州名 関連州法 成立年
テキサス HB1403 2001
カリフォルニア AB540 2001
ユタ HB144 2002
ニューヨーク SB7784 2002
ワシントン HB1079 2003
イリノイ HB60 2003
カンザス HB2145 2004
ニューメキシコ SB582 2005
ネブラスカ LB239 2006
メリーランド＊ S167/H470 2011
コネティカット H6390 2011
コロラド SB33 2013
ニュージャージー SB2479 2013
ミネソタ SF1236 2013
オレゴン HB2787 2013
フロリダ HB851 2014
＊メリーランド州ではコミュニティカレッジのみを適用対象としている。
（出典） National Conference of State Legislatures, “Undocumented Student Tuition” 関 連 記 事（2014 年 2 月 19 日
付・6月 12日付ならびに 2015年 10月 29日付）より筆者作成。（http://www.ncsl.org/research/education/
undocumented-student-tuition　2016年 9月 26日閲覧）
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18州において，不法滞在学生にも州内在住者用授業料を適用する対策がとられている。18州のう
ちテキサス，カリフォルニアなど 16州は州法により（表 2参照）35），またオクラホマ州とロードア
イランド州は州立大学理事会決議に基づき，不法滞在学生への州内在住者用授業料適用を認めてい
る。また，アラバマ州やサウスカロライナ州が公立高等教育機関における不法滞在学生の受け入れ
を禁ずる一方，少なくとも 6州（カリフォルニア，ミネソタ，ニューメキシコ，オレゴン，テキサ
スの各州）においては，州内在住者用授業料の適用に加え，州奨学金受給資格をも不法滞在学生に
認めている36）。公立高等教育機関の年間授業料は全国平均で，州内在住学生に対しては 9,139ドル，
州外学生についてはその 2倍を超える 22,958ドルの納入が求められている37）。授業料だけをとっ
てみても，州内在住者と認められるかどうかが，滞在許可証を欠く学生らの大学進学に多大な影響
を及ぼすことは明らかである。
　カリフォルニア州立大学サンバナディーノ校（California State University, San Bernardino以下，
CSUSB）に 2015年，コヨーテ・ドリーマーズ（The Coyote Dreamers）と名付けられた団体が立
図 2　DREAM法関連ワークショップの案内
〈主催：CSUSB-DREAMers Resource and Success Center〉
（出典） The Immigration Law Offi ces of Hadley Bajramovic, PC（http://immigrationhadley.com/csusb-ca-dream-act-
workshop/　2016年 10月 1日閲覧）
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ち上がった。学内の不法滞在学生支援を目的とするコヨーテ・ドリーマーズは，2016年 6月には
88名ものメンバーを数え，引き続き積極的な支援活動を展開している38）。米国滞在に係る法的状
況を問わず，不法滞在学生の現状や苦難についてともに学び，彼（女）らが安心して仲間と交流で
きる場を提供しつつ，互いの絆や信頼を深めていくことをめざす。
　また，そうした活動を支え，国や州，あるいは大学が提供する様々な支援制度やプログラム
についての情報提供，ならびに具体的な手続き上の支援等を行う学内組織として，“DREAMers 
Resource and Success Center”も開設された。同センターでは，不法滞在学生本人のみならず，教員・
事務職員に対しても，そうした学生への教育上ならびに日常生活面での支援のあり方について，必
要な資料を作成して情報提供を行い，意識の喚起や環境の改善に努めている。センターが発行する
学生・教員向け冊子“CSUSB DREAMers：An AB540 Handbook for Students and Educators”にも，
そうした姿勢は如実に表れている。その根幹には，州立大学として，州内に在住する若者たちが高
等教育を受ける権利を保障し，学生保健センターでの健康管理やキャリア・センターでの就職活動
支援等，責任をもって担っていかなければならないとの使命感が垣間見られる。
おわりに
　米国では，ラティーノの若者たちの進学率・卒業率改善に向けた取り組みが様々に展開されてい
る。とりわけ，職業訓練的側面を兼ね備えた地域密着・貢献型教育を提供するコミュニティカレッ
ジは，より負担の少ない学費で準学士号取得への道を開くとともに，4年制大学へのブリッジ機能
を果たす，ラティーノ学生の重要な受け皿を担ってきた。本稿第 1節で紹介した，ラティーノ学生
が数多く在籍する HSI各校では，入学から卒業に至るまでの手厚い教育支援とともに，奨学金申
請のサポートやキャリア支援，自らを肯定的にとらえられるよう促すためのアイデンティティ確立
に向けた試みや，コミュニティとのつながりを深めるための活動など，実に多面的な取り組みが実
践されている。本稿では，そうした個々の特色ある事例をとり上げ，独自の評価を行うには至らな
かったが，今後の研究計画の中で段階的に調査・分析を進めていくつもりである。
　ヨーロッパ系白人（非ラティーノ）の若者たちは言うまでもなく，アジア系やアフリカ系といっ
た他のマイノリティ集団と比べても，ラティーノは，高校でのドロップアウト率が高く，大学進学
率も低くとどまってきた39）。高等教育を経て専門的知識・技能を身につけ社会に貢献していくこと
は，ラティーノ学生本人や家族，コミュニティはもとより，米社会全体の将来にとっても極めて重
要な課題である。
　国勢調査局によると，2044年には白人（非ラティーノ）人口が米総人口の半数を下回り（49.7％），
マイノリティ集団とされてきた人々の総数がマジョリティに転ずるとともに，ラティーノは総人口の
25％を占めるに至ると予測されている40）。若年層の占める割合の高いラティーノは，様々な側面から
社会を支える重要な労働力供給基盤としても，今後ますます期待されていくに違いない。連邦政府
や州政府等による政策的・財政的支援の下，ラティーノ学生の大学進学・卒業を促す取り組みを奏
功させていくことは，米社会のすべての構成員に対し，より良い未来を保証していく過程でもある。
＊本稿は，平成 27―29年度科学研究費補助金による「米国の高等教育機関におけるラティーノ学生受
入れのための制度的・教育的支援策」【基盤研究（C）課題番号 15K04382】に係る研究成果の一部である。
＊文中の役職名，取組事例等は，本稿執筆時（2016年末校正時まで）のものである。
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注
1）ラテンアメリカ系米国人ならびに滞米ラテンアメリカ系移民の総称である。政府関連機関は「ヒスパニック」と
いう呼称を用いるのが一般的であるが，本稿では，正式名称の一部となっているなどして置換不可能な場合を除き，
原則として「ラティーノ」を使用する。「ヒスパニック」および「ラティーノ」という呼称が用いられるようになっ
た歴史的背景や経緯，その使用を通じて示されるアイデンティティの相違等については拙稿（「米国のラティーノ
社会―呼称をめぐるエスニシティと政治性―」，小池康弘編『現代中米・カリブを読む―政治・経済・国際関係―』
（異文化理解講座 8），山川出版社，2008年，pp. 57―77）を参照されたい。
2）“Hispanics Now Largest Minority, Census Shows”, January 22, 2003, The New York Times（http://www.nytimes.
com/2003/01/22/us/hispanics-now-largest-minority-census-shows.html　2016年 9月 12日閲覧）
3） リンドン・ジョンソン政権下の 1968年に「ヒスパニック文化継承週間（Hispanic Heritage Week）」として発足し
たが，その 20年後，ロナルド・レーガン政権下の 1988年に期間修正が連邦議会で承認され，1か月間の祝祭とす
るよう定められた（Public Law 100―402）。9月 15日から 10月 15日の期間には，メキシコ，グァテマラ，エルサ
ルバドル，ニカラグア，チリといったラテンアメリカ各国の独立記念日が含まれる。
4）いずれも 2014年のデータによる。Hispanic Association of Colleges and Universities, “2016 Fact Sheet: Hispanic 
Higher Education and HSIs”（http://www.hacu.net/hacu/HSI_Fact_Sheet.asp　2016年 9月 12日閲覧）
5）国勢調査局が公表する 2014年現在の推定値に基づく。該当する各州のラティーノ人口を合計し割合を算出した。
（http://factfinder.census.gov/faces/tableservices/jsf/pages/productview.xhtml?src=bkmk　2016年 9月 12日閲覧）
6）国勢調査局が公表する 2014年現在の推定値に基づく。（http://www.census.gov/quickfacts/table/PST045215/06　
2016年 9月 12日閲覧）
7）カレクシコ（Calexico）市やエルセントロ（El Centro）市，イーストロサンゼルス（East Los Angeles）地区など
はその代表的な例である。
8）U.S. Department of Education, “Title V―Developing Institutions, Part A―Hispanic-Serving Institutions, Sec. 502”, 
Title V Program Statute（http://www2.ed.gov/programs/idueshsi/title5legislation.doc　2016年 9月 13日閲覧）
　　尚，HSI関連法の成立経緯については Valdezが詳しくまとめている（Valdez, Patrick L., “An overview of 
Hispanic-Serving Institutions' legislation: Legislation Policy Formation Between 1979 and 1992”, in Mendez, J. 
P., Bonner II, F. A., Méndez-Negrete, J., & Palmer, R. T. (eds.), Hispanic Serving Institutions in American Higher 
Education: Their Origin, and Present and Future Challenges, 2015, Sterling (Virginia)：Stylus Publishing, pp. 5―29）。
9）ヒスパニック大学・短期大学協会（Hispanic Association of Colleges and Universities）が 2016年 3月に，前年度
（2014―15年）の在学生数に基づき作成した全米の該当校一覧（List of Hispanic Serving Institutions 2014―2015）に
よる。（https://www.hacu.net/hacu/HSIs.asp　2016年 9月 12日閲覧）
10）Hispanic Association of Colleges and Universities, op. cit.（注 4）
11） U.S. Department of Education, “Developing Hispanic-Serving Institutions Program - Title V, Funding Status”（http://
www2.ed.gov/programs/idueshsi/funding.html　2016年 9月 13日閲覧）
　　尚，上記教育省データによれば，2013財政年度における助成総額は 9,518万ドル，2014財政年度のそれは 9,858
万ドルであった。HSI認定校の増加に伴い，連邦政府による支援額も徐々に膨らんできていることが窺われる。
12）Excelenciaはスペイン語で「卓越性」を意味する。従って“Excelencia in Education”という団体名を訳すとすれば，
「教育における卓越性」となる。
13）Hispanic-Serving Institution Center for Policy & Practice (HSI-CP2), Excelencia in Education, “Emerging Hispanic-
Serving Institutions (HSIs): 2014―15”; “Hispanic-Serving Institutions (HSIs): 2014―15”（http://www.edexcelencia.
org/hsi-cp2/data/2014―2015　2016年 9月 16日閲覧）
14）U.S. Department of Education, “Alejandra Ceja, Executive Director of the White House Initiative on Educational 
Excellence for Hispanics―Biography”（http://www2.ed.gov/news/staff/bios/ceja.html　2016年 9月 17日閲覧）
15）“Executive Order 12729 - Educational Excellence for Hispanic Americans”, September 24, 1990, The White House 
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（http://www.presidency.ucsb.edu/ws/?pid=23738　2016年 9月 16日閲覧）
16）“Executive Order 13555--White House Initiative on Educational Excellence for Hispanics”, October 19, 2010, 
The White House （https://www.whitehouse.gov/the-press-office/2010/10/19/executive-order-13555-white-house-
initiative-educational-excellence-hisp　2016年 9月 16日閲覧）
17）White House Initiative on Educational Excellence for Hispanics, “National Commitments to Action”（http://sites.
ed.gov/hispanic-initiative/files/2015/10/FINAL_NationalCommitmentstoAction_WordDoc_101520151.pdf　2016 年 9
月 17日閲覧）
18）全プロジェクトの特色と概要については，米国教育省公式Webページに一覧として掲載されている。U.S. 
Department of Education, “Commitments to Action for Hispanics in Education”（http://www2.ed.gov/about/inits/
list/hispanic-initiative/commitments.html　2016年 9月 17日閲覧）
19）White House Initiative on Educational Excellence for Hispanics, “Hispanics and STEM education”（http://www2.
ed.gov/about/inits/list/hispanic-initiative/stem-factsheet.pdf　2016年 9月 18日閲覧）
20）U.S. Department of Education, “Hispanic-Serving Institutions - Science, Technology, Engineering, or Mathematics 
and Articulation Programs”（http://www2.ed.gov/programs/hsistem/index.html　2016年 9月 18日閲覧）
21）2014年からは上記 3部門に加え，地域社会組織部門（Community-Based Organization Level）が新設され，より
幅広い顕彰が行われている。
22）Excelencia in Education, “What Works for Latino Students in Higher Education”, September 22, 2015, p. 15（http://
www.edexcelencia.org/sites/default/files/2015-CelebPrgrmCmpndm_1.pdf　2016年 9月 19日閲覧）
23）Ibid., pp. 16―40
24）ここでいう“first-generation”とは，家族の中で初めて大学進学を志す者をさす。
25）前述（本稿第 2節）の通り，STEMとは，科学・テクノロジー・工学・数学に関わる学問分野の略称である。
26）ジョブシャドウイング（job shadowing）とは，企業において社員の仕事ぶりを間近で観察・体感することを通
じて業界や職種の特色をしっかりと認識し，将来の職業選択に活かしてもらうために提供される職場体験プログラ
ムの一つである。米国では多くの企業で，就業体験型インターンシップ・プログラムの前段階として，ジョブシャ
ドウイングが位置付けられている。
27）周知のように，米国諸大学には学部教育課程としての医学部は設置されておらず，医学を志す学生は，大学卒業
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要　　旨
　米国内最大のマイノリティ集団で，若年層の占める割合の高いラティーノは，将来の米社会を支え
る労働力供給基盤としても，近年いっそう期待されつつある。本稿では，ラティーノ学生在籍率の高
い高等教育機関において，連邦政府や州政府等の政策的・財政的後ろ盾を得て展開されてきた，ラ
ティーノ学生支援の取り組みに注目する。大学やコミュニティカレッジへの進学を促し，ラティーノ
の若者たちが何らかの専門性を身につけ社会に貢献していけるよう支援することは，米社会のすべて
の構成員に対し，より良い未来を保証していく過程でもある。そうした視点に立ち本稿では，ラティー
ノ学生への多面的支援プログラムについてまとめ，ラティーノ・コミュニティの発展と米社会の今後
について考察する一助とする。
